
1 

 

 ２０２１年度西地区部会研究会第１回運営委員会（メール会議）議事要録 

 

西地区部会研究会に関しては、前年度に研究会運営委員会を開催し、研究会の開催日時やメイ

ンテーマ、実施要領等を検討する慣例に基づき、2020 年 8 月 6 日（木）から 8 月 28 日（金）に

かけてメール会議を開催した。下記の５項目の提案について、西地区部会研究会運営委員校によ

る審議の結果、開催形態は新型コロナウイルス感染症の状況により 2021 年度当番校の運営方針を

尊重し早期判断、調整することとし、審議事項はすべて提案通り承認された。 

 議事要録としては以上であり、引き続き研究会発表者人選依頼を進めることとする。人選依頼

については、承認に基づき例年を踏襲した形式で下記「４．研究発表者の人選について」の追記

を行った。 

 なお、委員の皆様の意見については、メール会議内容をそのまま時系列で転記している。（文言

に誤りがある部分のみ修正済） 

 

記 

 

 

部会研究会運営委員校： 

委員長校 部会長校       佛教大学 

委員校  開催地区理事校    川崎医療福祉大学 

開催地区研究会幹事校 中国学園大学 

2021 年度研究会当番校 大阪芸術大学 

2020 年度研究会当番校 名古屋外国語大学・名古屋学芸大学 

2021 年度総会当番校  ノートルダム清心女子大学 

次期部会長校     松山大学 

  

審議事項：2021 年度総会・研究会当番校より各々、審議事項の補足についてメール配信があり、

以下基となる審議事項（議事録版）と併せてメール配信文章を転記する。 

 

１．開催日時および会場について（案） 

日 時：２０２１年 ６月１８日（金）1３：００～（受付開始 １２：３０～） 

会 場：総会と同一会場  

    ※開催形態は新型コロナウイルス感染症の状況により判断する。 

 

２．メインテーマについて（案）  

テーマ「コロナ禍（アフターコロナ）におけるあらたな大学図書館の可能性」（仮題） 

◎ 趣旨  

緊急事態宣言解除後から約 1年経過し、各加盟館の COVID-19 対策、資料利用、利

用サービス、情報サービス、学修支援、図書館運営状況など、当初の対応からの現

況の変化を捉え、何ができ、できなかったのか、何が必要なのか、大学図書館はど

うあるべきか、を検証し、新たな大学図書館の可能性を探る機会としたい。 

具体例 

    ・参事官（情報担当）付学術基盤整備室による大学図書館サービス状況アンケート

（2020.6.11）の集計結果、および大学図書館における各種サービス実施状況の集計結果

（2020.8.3）の各図書館の取り組み事例等を参考に 

● 図書館利用ガイダンス・イベント等の工夫 

● 学内・学外との連携 

● サービス充実への工夫（取組事例） 
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● 感染症拡大防止対策（取組事例） 

● 2020 年度に限って緊急的かつ特例的な措置として「無償」となった「授業目的公衆 

送信補償金制度」への大学図書館としての取り組み。 

 

３．研究会の構成・時間配分について 

研究会の構成・時間配分（研究発表の応募件数を待って詳細を決定） 

受付開始        １２：３０～ 

開会          １３：００ 

研究発表        １３：０５～ （参考：２０２０年度は３件） 

            ※JUSTICE 事務局より活動報告含む 

            発表者 4名の場合：40分×4名、休憩 10分 

            発表者 5名の場合：35分×5名、休憩 10分 

閉会挨拶        １６：３０～   

閉会                １６：３０～１６：４０ 

 

４．研究発表者の人選について 

例年どおり、各地区理事校に各地区より１名の発表者を推薦してもらう。 

（１）各地区協議会への依頼について 

１）人選の対象： 

ア．５地区協議会理事校に推薦をお願いする。 

イ．１件を複数の者（学内者、他大学関係者等との共同）で担当することは差し支え

ない。他地区、協会以外の者との共同も差し支えない。 

２）推薦依頼 

部会長校から各地区協議会理事校に対して、正式に研究発表者の推薦依頼を行い、各

地区協議会理事校は各加盟館長に、研究発表者の推薦をお願いする。 

３）人選締切日：２０２０年１１月３０日（月） 

４）研究発表件数 

研究発表者の推薦を集約し、研究会当番校と相談の上、研究発表件数を決定する。 

（２）会報原稿執筆について 

１）研究発表の内容は、私立大学図書館協会会報に掲載する。 

２）原稿依頼は研究会終了後、部会長校から文書で行う。 

３）原稿料･資料代として一件あたり１万円。 

 

５．参加費について 

参加費は徴収しない。 

 

 

審議提案補足メール【大阪芸術大学】2020.08.08 

審議事項１につきまして補足説明と、審議事項３についての追加事項、および審議事項４ 

について確認させていただきたく発言させていただきます。 

また、添付資料「2021 年度 西地区部会研究会メインテーマ（案）」にて誤字がございまし 

たので、訂正しお詫び申し上げます。 

訂正箇所 

研究会構成・時間配分について 

誤）閉会終了（研究終了） → 正）閉会挨拶 

◎具体例 

誤）・文部科学省研究振興局参事菅 → 正）参事官 
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誤）大学図書館サービス状況アンケート（2020.6,10） → 正）（2020.6.11） 

 

●審議事項１ ：開催日時および会場について 

・開催日時について 

  2019 年度より、６月総会時（第３週の金曜日）に研究会を同日開催日に変更しております 

ので、午前中に総会、午後に研究会を、同一会場で開催予定でございます。 

・会場について 

原則対面方式で開催予定ですが、2021 年度の総会当番校のノートルダム清心女子大学様 

のご尽力により、現在、学外の施設を調整中でございます。 

学外施設での検討理由としては、コロナ対策による密を避けるために収容定員数分の教室

配当が必要となり、来年 6 月のコロナ禍終息が現時点で見込めず、教室配当が難しい状況

であるため、ホテルやコンベンションセンターなどの学外で検討いただく方 

向で調整中とのことです。 

 対面形式が難しい場合には、Zoom によるオンライン形式、もしくは 2020 年度開催同 

様に、私立大学図書館協会会報へ原稿掲載の 2案かと思います。 

開催形式の決定時期等につきましても、ご意見を伺いたいと思っております。 

開催形態にとらわれず、西地区部会の活性化につながる場として、多くの加盟校にご参集

頂きたいと願っております。 

●審議事項３ ：研究会の構成・時間配分について 

JUSTICE 事務局の平田様より、西地区部会研究会にて研究活動報告の時間を希望されるとの 

ご回答をいただいております。ご賛同いただけるようでしたら、研究会発表の時間内で予定 

させていただきます。 

●審議事項４ ：研究会発表会の人選について 

いただいております研究会当番校業務要領によりますとメインテーマ決定後に、各地区理事 

校に、各地区より１名の発表者のご推薦を、部会長様からご依頼される運びとなっておりま 

すが、今年度部会長校の佛教大学様よりご依頼いただくものと解釈してよろしいでしょうか。 

●審議事項５ ：参加費について 

参加費は、徴収しない予定です。 

 

審議提案補足メール【ノートルダム清心女子大学】2020.08.21  

現在、メール会議が開催されております『2021 年度西地区部会研究会運営委員会』の審議事 

項について、補足説明をさせていただきたく、メールを差し上げました。 

 

〇説明対象 

  審議事項１ ：開催日時および会場について 

〇内容 

 2019 年度から、総会と研究会が同日開催となり、研究会当番校大阪芸術大学様からの提案 

説明にありましたように、研究会は総会と同一会場で開催されます。 

 さらに、大阪芸術大学様が 8月 8日配信のメールに、会場は学外施設を利用することにつ 

いて追加説明をしてくださいましたが、 学外施設利用については、総会当番校である当館 

から、お伝えすべき内容であったと思います。以下のとおりです。 

 ------------------------------------------ 

総会会場については、慣例にしたがい、また、引き継ぎの総会開催要領も「学内開催が 

望ましい」とあります。本学は、小規模の女子大学で、今回の行事の定員数を確保できる 

会場場所は、1～2箇所のみであり、ここを利用する予定でした。 

しかし、予期せぬ新型コロナウイルス感染症の発生があり、現在の状況をみても、来年 

6 月でのコロナ終息は見込めず、継続した防止・感染対策が必要とされます。 
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本学において、対策条件を満たす大きな会場を用意することができないことや、あわせ 

て、コロナ禍対応への大学における教室配当・確保の問題も生じてきました。この問題点 

を、次期部会長校松山大学様と研究会当番校の大阪芸術大学様にご相談申し上げ、学外会 

場での開催を検討するに至った次第です。 

 ------------------------------------------ 

遅くなりましたが、経過説明をお伝えしました。  

 

以上審議事項に対し、以下メール審議が行われた。 

本議事録では、そのまま転記することとする。 

 

【川崎医療福祉大学】2020.08.24 

佛教大学様よりご提示いただき、大阪芸術大学様、ノートルダム清心女子大学様より追加補足

説明いただきました審議事項 1-5 全てにおいて承認いたします。 

なお、審議事項 1.に関する開催形式についてですが、対面形式が難しい場合としては、大阪芸

術大学様よりご提示いただいた 2 案（Zoom によるオンラインまたは 2020 年度開催同様の原稿掲

載）についても承知いたしました。 

開催形式の決定時期についてですが、今回学外施設をご検討いただいているとのことですので、 

そちらのキャンセル可能時期や形式変更による当番校の準備作業変更に支障のない時期をと考え

ます。ご希望もおありかと思いますのでご意見を尊重したいと思いますが、遅くても来年 1 月中

くらいには決定した方が当番校の方は安心できるのではと考えました。 

近い日程になりますと、平行した準備でより負担が増えるのではと思った次第です。 

当番校様のご希望を尊重いたします。 

 

【中国学園大学】2020.08.25 

審議事項１～５までにつきまして、承諾いたします。 

若干の意見と質問を申し上げます。 

1.会場につきましては、コロナ禍の現状を鑑みますと学外施設の方が、むしろよろしいように

思われます。形式につきましては遅くとも３月末までに決定、位かと。とはいえ、当番校様のご

事情が一番かと思いますので、ご意向に従います。 

3-4.発表者は各地区１名ずつ、５名が公平であると思います。人選は各地区のお取り決めやご

推薦などでしょうか。また、JUSTICE 事務局平田様のご報告を組み込むのであれば、発表時間は

一人３０分位になるのでしょうか。 

5.学外施設での開催ですと会場費が生じますが、予算内で充当できるのでしょうか。できるの

であれば参加費無料で良いと思います。できない場合は参加費が必要になると思いますが、いか

がでしょうか。 

 

【名古屋外国語大学・名古屋学芸大学】2020.08.25 

（審議事項 1） 

・開催日時はご提案のとおりで結構かと存じます。 

・会場については、総会当番校様は女子大学であるため、お手洗いなどの施設も考慮し学外施設

を検討なさるのは良案だと思います。ただ、コロナ禍で先が見通せない状況が続くようであれば、 

開催形式は早い時期に決めてしまった方がご準備しやすいのではないでしょうか。オンライン形

式で実施するのも良いと思います。川崎医療福祉大学様もおっしゃるように当番校様のご希望を

尊重いたします。 

（審議事項 2） 

・全ての加盟館が関心をもつテーマと考えますので承認致します。 

（審議事項 3） 
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・構成、時間配分についてご提案を承認致します。また、JUSTICE の研究活動報告について賛同

致します。 

（審議事項 4および 5） 

・いずれについても承認致します。 

 

【松山大学】2020.08.27 

審議事項１．開催日時および会場について   

〇承認いたします。 

・開催日時はご提案のとおりで問題ありません。 

・会場については、現在の新型コロナウイルスの感染状況を考えると、予定している開催時期に

完全に終息しているとは考えにくく、そのことからもスペースに余裕のある会場が必要と考えま

す。また、消毒等の感染予防対策なども学外施設の方がある程度対応してもらえる可能性もある

と考え、学外施設を会場とすることに賛成します。 

新型コロナウイルスの蔓延状況によっては研究会が対面形式でなく、オンラインや会報へ原稿

掲載になると思いますので、会場のキャンセルできる期日なども含み、会場の決定ができればと

思います。 

審議事項２．メインテーマについて  

〇承認いたします。   

・現在、全国の図書館で直面している問題ですので良いテーマと考えます。 

審議事項３．研究会の構成・時間配分について 

〇承認いたします。    

・構成、時間配分についてご提案どおりで問題ありません。 

・研究会内での JUSTICE の研究活動報告についても承認いたします。 

審議事項４．研究発表者の人選について  

〇承認いたします。      

・西地区部会研究会当番校業務要領のとおりに人選することで問題ないと思います。 

審議事項５．参加費について   

 〇承認いたします。        

・参加費を徴収しないことに賛同します。 

 

【ノートルダム清心女子大学】2020.08.28 

審議事項１（開催日時および会場について）  

〇承認いたします。なお、開催形式については提案があります。 

・総会と同日開催とのこと、承知しました。 

・総会と同日会場での開催とのこと、承知しました。 

  総会当番校における学外施設使用の考え方について、今回の審議の中で、ご理解をお示しいた

だきましたこと、感謝申し上げます。 

学外会場のキャンセル期日確認については、開催方法の決定時期と連動する点、了解しました。 

・開催形式について【提案】 

対面形式が不可となった場合の対応は、 今回ご提示の①オンライン②会報への原稿掲載に賛成

です。 

提案は、対面形式可・不可にかかわらず、「録画・後日配信」を加えてはどうか、です。 

 提案理由：研究会の参加数は、例年部会加盟校数の半数以下です。せっかくの研究会ですか 

      ら、多くの方に参加していただく、情報共有の場を提供できたらよいと思いまし

た。その方法が、後日閲覧も可能であるこの方法です。今年度の協会研究会の開

催方法にヒントを得ました。 

審議事項２（メインテーマついて） 
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 〇承認いたします。 

既に、ご回答の委員校と同じ意見です。 

審議事項３（研究会の構成・時間配分について） 

〇承認いたします。 

・構成・時間配分のご提案内容に異論ありません。 

・研究会内での、JUSTICE の報告についても異論ありません。 

審議事項４（研究発表者の人選について） 

〇承認いたします。 

・人選の考え方について異論ありません。 

審議事項 5（参加費について） 

〇承認いたします。 

・参加費を徴収しないことについて賛成します。 

 

【大阪芸術大学】2020.08.28 

各審議事項に関しまして、ご賛同ご理解いただきありがとうございます。 

審議事項１についての、ノートルダム清心女子大学様のご提案ありがとうございます。 

直近の、2020 年度私立大学図書館協会総会研究会と参加方法を参考にさせていただきたいと思っ

ております。 

 

【佛教大学まとめ】2020.08.31 

 私立大学図書館協会 2021 年度 西地区部会研究会における『2021 年度西地区部会研究会運営委

員会』について、8月 28 日（金）までに全担当校様より全件承認のお返事をいただきました。 

第 1回メール会議を締めさせていただきます。ご協力ありがとうございました。 

研究会のテーマについては全館承認され、その他の詳細につきましては、コロナの状況により

ますので、総会当番校・研究会当番校様のご意見を尊重しながら、臨機応変に進めていくことに

なるかと存じます。参加費につきましても、開催形態が決まり次第、予算の状況と照合しながら

考えることになろうかと思います。ひとまず、今回は承認されたテーマに添って、各理事校様か

ら研究発表者を募っていただくよう、進めて参ります。 

なお、1 点申し添えますと、研究会の会報掲載につきましては、以前のように対面開催であろ

うと、新形態（ZOOM 開催）であろうと、会報掲載は必須ですので、研究者発表者さまより原稿を

ご提出いただく必要がありますことを、申し添えさせていただきます。 

 

                                    以上 


